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Ⅰ 

問１  (1)(2) 43 （先カンブリア時代） (3)(4) 45  (楯状地） 

 (5)(6) 58 （マウントホエールバック） 

 (7)(8) 36 （古生代） (9)(10) 22  (アパラチア） 

 (11)(12) 33 （頁岩（けつがん）） (13)(14) 18 （2000） 

  (15)(16) 37 （サウジアラビア） (17)(18) 66  (ロシア) 

 (19)(20) 55  (ペルシア) (21)(22) 49  (西アジア) 

 (23)(24) 25  (アラビア海)   (25)(26) 57 （ホルムズ） 

 (27)(28) 63  (メジャー) (29)(30) 12  (1960) 

 (31)(32) 32  (クウェート) (33)(34) 54  (ベネズエラ) 

   (35)(36) 15 （1970） (37)(38) 16  (1980) 

 (39)(40) 48  (ナフサ) (41)(42) 67  (ロッテルダム) 

    ※(31)(32)，(33)(34)は順不同。 

問２ (あ) 資源ナショナリズム  (い) 石油化学コンビナート   

 (う) 太平洋ベルト 

問３ (え) 衝突帯 (お) ユーラシア 

問４ 省エネルギーの推進や代替エネルギーの開発・利用により，石油が供給過剰となった。（39

字） 

Ⅱ 

問１  (43)(44) 40 （大地溝帯） (45)(46) 42  (タンガニーカ） 

 (47)(48) 60 （マラウイ） (49)(50) 30 （キリマンジャロ） 

 (51)(52) 17  (アトラス） (53)(54) 51 （ドラケンスバーグ）  

(55)(56) 38 （赤道）  (57)(58) 27 （乾燥帯） 

 (59)(60) 53  (ナミブ) (61)(62) 59  (ベンゲラ) 

 (63)(64) 19  (イスラーム教) (65)(66) 20  (インド洋) 

   (67)(68) 52 （奴隷） (69)(70) 57  (プランテーション) 

 (71)(72) 22  (エチオピア) (73)(74) 66  (リベリア) 

 (75)(76) 12  (1960)   (77)(78) 50 （銅） 

 (79)(80) 34  (原油) (81)(82) 41  (ダイヤモンド) 

 (83)(84) 44  (タンザン) 

 ※(45)(46)・(47)(48)および(71)(72)・(73)(74)は順不同。 

問２ 砂漠化  

問３ 垂直 

問４ 氾濫時にもたらされていた上流からの栄養分や堆積物が減少し，地力が低下したため。(39字) 
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Ⅲ 

問１  (85)(86) 32 （社会） (87)(88) 16  (アルプ） 

 (89)(90) 20 （移牧） (91)(92) 61 （冷凍船） 

 (93)(94) 59  (酪農） (95)(96) 28 （混合農業） 

 (97)(98) 27 （五大湖）  (99)(100) 50 （ホルスタイン） 

 (101)(102) 11 (アグリビジネス) (103)(104) 58  (輸入課徴金) 

 (105)(106) 56  (有機農業) (107)(108) 34  (白い革命) 

   (109)(110) 47 （ブラジル） (111)(112) 45  (ヒンドゥー) 

 (113)(114) 35  (水牛) (115)(116) 44  (ヒツジ) 

 (117)(118) 57  (遊牧)   (119)(120) 55 （ヤク） 

 (121)(122) 30  (サーミ) (123)(124) 40  (トナカイ) 

問２  生産から流通や消費までの食料供給体系（18字） 

問３ (a) トレーサビリティ  (b) フードマイレージ 

問４ 農産物の生産過剰，農業関連支出の増大 

問５ グリーンツーリズム 

問６ ツンドラ 


